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あとふたつの事務局 

 
現在、長門一ノ宮病院には別の事務局があります。『山口県精神科病院協会（以下「山精協」という）事務

局』と『日本精神科病院協会（以下「日精協」という）山口県支部』であります。２つの事務局は現在、会長

所属の病院内に設置されることになっています。その昔は山口県庁内、山口県医師会事務局内にあったようで

あります。当院の院長が 2019 年 4 月より山口県精神科病院協会の会長に就任したことにより院内に設置され

ました。 

この協会の歴史は古く 1955（昭和 30）年 11 月 14 日に山精協が設立され、1960（昭和 35）年に「山口県

精神病院協会広報」が発刊されています。2 年後の 2025（令和 7）年には協会発足 70 周年を迎えることにな

ります。当協会には偶数月に発行している協会報があり、これが協会活動の足跡を刻んでいます。これにより

ますと当院長は第 14 代会長となります。因みに院長の父は第 7 代会長を務めておりました。 

現在山口県内には 30 の精神科病床を有する病院があり、山口大学附属病院以外が協会の会員病院となって

います。役員は会長ほか計 10 名で構成され、事業としては、精神科病院の運営に関し関係諸機関及び団体と

の連絡折衝に関することや会員病院間の相互扶助、親睦に関することをはじめとした 5 項目が会則に記されて

います。 

年間行事は定期総会、研修会、全員協議会及び年 8 回開催される理事会が主な柱となっており、これに日精

協山口県支部の事業が加わるといった状況です。従って当院長は関係機関との会議等で病院を空けることもし

ばしばであり、病院の仕事との日程調整等が重要となります。特に会長に就任した年は新型コロナ感染症が感

染拡大の猛威を振い、会員病院でも多数のクラスターが発生するなど未曾有の状態を経験することになりまし

た。看護スタッフ等の派遣に関係機関と連携しながら対応に苦慮されていた記憶があります。会員間の連携を

図る親睦会は全て中止となり、研修会・講演会の開催も中止もしくはオンライン方式に切り替えられました。

それでも理事会だけは感染対策を講じリアル開催を継続し、山口県精神科救急医療システムの維持・改善をは

じめとした重要案件の協議を重ねてまいりました。 

ようやく令和 5 年 5 月に新型コロナ感染症が感染症法上 5 類に分類変更されはしましたが、感染は未だに

続いている現状です。最近の行事として令和 5 年 11 月に日精協学術教育研修会事務部門を引受開催いたしま

した。メインテーマを「コロナ後を見据えた精神科医療を改めて考える」とし、6 題の講演で構成しました。

今回からは日精協の方針に従いリアル開催とし、聴講者の参加数を心配しましたが、結果全国から 208 名の

参加がありました。この研修会を盛会裏に終わらせることができて安堵しております。今後もますます厳しさ 

が増す精神科医療境について、会長のもとしっかりと事務局の使命を果たしていきたいと思っております。 

                   （事務部次長：栗原和己） 
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 医 師 紹 介  

 

（専攻医 研修期間 R5.7.1～R6.2.29 ） 
 

昨年 7月から当院に勤務し

ています精神科医師の増原で

す。九州大学を卒業後、福岡

県内の急性期病院で勤務して

いました。今回は生まれ育っ

た山口県での研修であり、懐

かしい風景や地名を眺め、幼

少期の思い出に触れる中で、

地元の医療に携わることに非

常に嬉しく思っています。 

精神科全般に加え、児童精神に興味を持っていま

す。患者さんとの時間を大切にし、楽しかったこ

とは共有し、困ったことは一緒に解決策を考えて

いきます。よろしくお願いいたします。 

（医療法人優なぎ会 雁の巣病院 増原裕之） 

 
 

文 化 祭 
 
 

院内行事の一つである“文化祭”が、今年も 11

月 8～10日の 3日間で行われました。今年の作品

制作のテーマは「観光名所」。観光名所に関連した

たくさんの作品が作業療法室に展示されました。 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 
 

＊専門外来は、完全時間予約制になっております。 

受診される場合は、お電話等で予約をお取りの上ご来院ください。 

ご予約がない場合は来院されても診察できない場合があります。 

＊初診診察医は外来担当医とは異なる場合があります。 

・入院ご希望の場合は、事前にお問い合わせの上、できるだけ午前中に来院してください。 

午後の遅い場合や空床のない場合は入院できないこともあります。 

・日曜・祝日・盆・年末年始  

・今年の年末年始のお休みは 12月 30日（土）から 1月 3日（水）までです。 

この期間の外来は休診とさせていただきます。 

急患の際には、まずは電話にてご相談ください。 

  

◎山陽新幹線・山陽本線ご利用の方 

新下関駅下車東出口から徒歩 10 分 

 月 火 水 木 金 土 

午前  受付時間 8:00～12:00  

診療時間 9:00～12:30  
○ ○ ○ ○ ＊ 児童精神 

専門外来 

 

予約のみ 
午後    受付時間 13:15～16:00 

         診療時間  13:45～16:30 
     

午後は主治医とのお話合いによる来院予約制（受付順）です。 

急患においてはこの限りではありませんが、来院の際はお電話での確認をお願いします。 

＊ 金曜日は急患のみ対応いたします。 

交通アクセス 

医 局 体 制 

休診日について 

◎バス サンデン交通をご利用の方 

農協会館前下車 徒歩３分 

広報誌編集後記 

 ５類にはなりましたが今後も新型コロナウイルス感染症と、その他の

インフルエンザ等の感染症対策を続けていきたいと思います。院内行事

の文化祭では色々な観光名所に関連した作品に触れることが出き、新た

な作品への創作意欲へと繋がったことでしょう。 

 今後も療養環境の整備を行い、各部署との連携を図って、より良い療

養環境を提供できるように努めていきます。   （事務部 大田朋実） 

診 療 担 当 医 案 内 

(要予約) 


